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五
年
三
月
三
十
一
日
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郵

便

物

認
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〇

〇
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独立行政法人国立印刷局

省

令

オ
子
ど
も
を
育
て
る
労
働
者
が
利
用
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
の
措
置
の
実
施

Ê
三
歳
以
上
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
す
る
所
定
外
労
働
の
免
除

Ë
三
歳
以
上
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
す
る
短
時
間
勤
務
制
度

Ì
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

Í
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
又
は
繰
下
げ
の
制
度

６
．
育
児
を
す
る
労
働
者
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
等
の
実
施
状
況

実
施
し
て
い
る
措
置
（
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

子
を
育
て
る
労
働
者
が
対
象
と
な
る
も
の
に
限
る
。）

実
施
の
有
無

ア
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置

有
・
無

イ
所
定
外
労
働
の
免
除

有
・
無

ウ
短
時
間
勤
務
制
度

有
・
無

エ
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

有
・
無
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様
式
第
一
号
（
第
三
面
）
の
１
の
（
１
）
の
カ
の
欄
中
「事

業
所
内
託
児
施
設

」
を
「事

業
所
内
保
育
施
設

」
に
改

め
、
同
ク
の
欄
中
「休

暇
を
取
得
で
き
る

」
を
「休

暇
に
つ
い
て
、時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
等
よ
り
利
用
し
や
す
い

」

に
改
め
、
同
サ
の
欄
中
「育

児
休
業
や
時
間
外
労
働
・
深
夜
業
の
制
限

」
を
「育

児
休
業
等

」
に
改
め
、
同
（
２
）
の

ウ
の
欄
中
「の

促
進

」
を
「・

定
着

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
（
第
１
面
・
第
２
面
）
中
「住

所

」
を
「住

所
〒

」
に
改
め
、同
５
の
\
の
ロ
中「短

時
間
勤
務
の
制
度
の
措
置

」
を
「短

時
間
勤
務
制
度

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
３
面
）
の
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

特
殊
法
人
等

型
式
住
宅
部
分
等
製
造
者
の
製
造
の
廃
止

関
係

J
I
O

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

J
I
P

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

J
J
I

〔
省

令
〕

〇
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
七
八
）

J

〔
告

示
〕

〇
行
動
計
画
策
定
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件（
国
家
公
安
委
・
文
部
科
学
・
厚
生
労

働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
・
環
境
一
）

K

〇
紛
失
の
届
出
に
よ
り
失
効
し
た
旅
券
の
告

示
（
外
務
三
〇
七
）

〔
資

料
〕

国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
一
年
度
平

成
二
十
二
年
四
月
分
）、（
平
成
二
十
二
年
度

平
成
二
十
二
年
四
月
分
）（
財
務
省
）

J
O

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
K

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
八
号

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平

成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
号
本
文
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
育
児
休
業

の
」
を
「
育
児
休
業
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
次
の
イ
〜
ハ
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
勤
務
時
間
短
縮
等
の
措
置
と
し
て
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
。）第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
制

度
の
措
置
」
を
「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
」
に
、「
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十

四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
短
時
間
勤
務
の
制
度
の
措
置
に
」
を
「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
に
」
に
改
め
、
同
条

第
七
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
第
三
号
」
を
加
え
、「
労
働
者
の
申
出
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
」を
削
り
、

「
の
制
度
又
は
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
」
を
「
に
関
す
る
制
度
、
所
定
外
労
働
の
制
限
に
関
す
る
制
度
、
所
定
労

働
時
間
の
短
縮
措
置
又
は
始
業
時
刻
変
更
等
の
措
置
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
（
第
一
面
）
中
「住

所

」
を
「住

所
〒

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
二
面
）

の
11
中
「平

成
1
5年
国
家
公
安
委
員
会
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、国
土
交
通
省
、

環
境
省
告
示
第
１
号

」
を
「平

成
2
1年
国
家
公
安
委
員
会
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
告
示
第
１
号

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
三
面
）
の
１
の
（
１
）
の
オ
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。
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